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(百万円未満切捨て)

１．2019年３月期第３四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第３四半期 38,277 0.0 1,248 0.8 1,425 1.4 955 4.0

2018年３月期第３四半期 38,274 3.1 1,238 5.1 1,405 5.5 918 2.5
(注) 包括利益 2019年３月期第３四半期 927百万円( △3.2％) 2018年３月期第３四半期 957百万円( 0.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第３四半期 106.89 ―

2018年３月期第３四半期 102.75 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年３月期第３四半期 35,939 22,767 63.4

2018年３月期 33,505 22,108 66.0
(参考) 自己資本 2019年３月期第３四半期 22,767百万円 2018年３月期 22,108百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
2019年３月期 ― 15.00 ―
2019年３月期(予想) 15.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,200 2.7 1,480 2.0 1,690 1.5 1,220 4.4 136.45
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期３Ｑ 9,152,640株 2018年３月期 9,152,640株

② 期末自己株式数 2019年３月期３Ｑ 211,848株 2018年３月期 211,808株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期３Ｑ 8,940,797株 2018年３月期３Ｑ 8,940,947株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（日付の表示方法の変更）
「2019年３月期 第３四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、海外経済の回復を背景に輸出の増加や国内需要の持ち直しか

ら企業収益や雇用環境の改善が継続しており、緩やかな回復を続けております。一方で、原油価格の上昇や米国

政権の動向など、景気の先行きが不透明な状況が見られました。

食品業界におきましては、物価上昇などによる実質所得の伸び悩みを受けて、消費者の節約志向、低価格志向

は根強く、更に労働力不足に伴う物流費や燃料費が上昇するなど厳しい環境が続いております。

このような経営環境のもと当社グループは、2018年度経営方針「お客様と一緒に繁盛する」を掲げ、お客様の

ご商売をお客様と一緒に考え、課題の解決やサービスの創造できる人材の育成とその環境づくりを進めてまいり

ました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高382億77百万円(前年同四半期比0.0％増)、営業利益は

12億48百万円(同0.8％増)、経常利益は14億25百万円(同1.4％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は9億55百

万円(同4.0％増)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

卸売業部門におきましては、東北各県及び北関東エリアの新規お客様の獲得、既存お客様への更なる深耕を図

るため、業種、業態の枠を越えた人手不足対策商品、省力化商品など利便性の優れた商品を中心に展示会並びに

提案会でご紹介するなど、総合力で営業活動に取り組んでまいりました。商品開発におきましては「ＪＦＳＡ」

ブランドを中心とした商品とあわせて、お客様の現場で必ず使用される基本商品の品揃えの強化に取り組み、同

業者との差別化戦略に重点を置いた商品の提供に努めてまいりました。

この結果、売上高336億75百万円(前年同四半期比0.1％増)、セグメント利益(営業利益)は13億88百万円(同0.0

％減)となりました。

小売業部門におきましては、主要顧客であります中小飲食店様の商売繁盛に貢献するため、各地区の店舗にお

いて展示即売会を開催し、仕入の利便性向上に役立つ商品の提案を実施いたしました。また、卸売業部門と連携

を図り、「ＪＦＳＡ」ブランドを始めとして、付加価値の高い商品と専門性の高い品揃えの充実、あわせてクー

ポンによる販売促進などに注力いたしました。また、11月に福島店（福島県福島市）を改装し、専門商材の品揃

えを強化いたしました。

この結果、売上高46億2百万円(前年同四半期比0.5％減)、セグメント利益(営業利益)は3億2百万円(同7.2％増)

となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ24億33百万円増加し、359億39百万円となり

ました。これは主に、売上債権及び有価証券の増加によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ17億74百万円増加し、131億71百万円となりま

した。これは主に、仕入債務の増加によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ6億59百万円増加し、227億67百万円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によるものであります。

　この結果、自己資本比率は63.4％(前連結会計年度末66.0％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2018年５月14日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,040,829 1,575,982

受取手形及び売掛金 5,789,571 6,721,650

有価証券 10,550,095 11,400,000

商品 2,268,921 2,900,614

その他 886,917 334,873

貸倒引当金 △1,504 △7,568

流動資産合計 20,534,830 22,925,552

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,498,500 1,413,488

土地 3,705,939 3,695,549

その他（純額） 418,852 363,669

有形固定資産合計 5,623,293 5,472,707

無形固定資産 90,576 76,748

投資その他の資産

投資有価証券 5,686,542 5,893,286

その他 1,577,794 1,591,725

貸倒引当金 △7,342 △20,373

投資その他の資産合計 7,256,994 7,464,638

固定資産合計 12,970,864 13,014,093

資産合計 33,505,695 35,939,646

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,497,238 10,991,799

短期借入金 668,000 698,000

未払法人税等 245,000 179,000

賞与引当金 310,772 157,277

その他 1,402,382 870,261

流動負債合計 11,123,393 12,896,338

固定負債

役員退職慰労引当金 190,257 187,259

退職給付に係る負債 29,152 32,751

資産除去債務 32,324 32,409

その他 21,787 23,059

固定負債合計 273,521 275,480

負債合計 11,396,915 13,171,818
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,405,800 1,405,800

資本剰余金 1,441,717 1,441,717

利益剰余金 19,348,317 20,035,770

自己株式 △188,431 △188,493

株主資本合計 22,007,402 22,694,794

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 100,770 67,498

退職給付に係る調整累計額 605 5,535

その他の包括利益累計額合計 101,376 73,033

純資産合計 22,108,779 22,767,827

負債純資産合計 33,505,695 35,939,646
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

売上高 38,274,695 38,277,557

売上原価 31,345,960 31,165,680

売上総利益 6,928,734 7,111,876

販売費及び一般管理費 5,690,194 5,863,146

営業利益 1,238,540 1,248,730

営業外収益

受取利息 94,344 79,834

受取配当金 20,301 20,712

持分法による投資利益 8,870 23,971

受取賃貸料 37,661 37,727

その他 16,476 25,184

営業外収益合計 177,653 187,430

営業外費用

支払利息 1,503 1,771

賃貸収入原価 8,730 9,336

営業外費用合計 10,233 11,107

経常利益 1,405,960 1,425,052

特別損失

固定資産除却損 2,418 2,266

減損損失 54,274 29,341

特別損失合計 56,692 31,608

税金等調整前四半期純利益 1,349,267 1,393,444

法人税、住民税及び事業税 379,175 390,135

法人税等調整額 51,388 47,630

法人税等合計 430,564 437,766

四半期純利益 918,703 955,677

親会社株主に帰属する四半期純利益 918,703 955,677
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 918,703 955,677

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24,023 △33,272

退職給付に係る調整額 15,047 4,929

その他の包括利益合計 39,071 △28,342

四半期包括利益 957,774 927,335

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 957,774 927,335

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
　

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期
連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

卸売業部門 小売業部門

売上高

外部顧客への売上高 33,650,073 4,624,622 38,274,695 ― 38,274,695

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 33,650,073 4,624,622 38,274,695 ― 38,274,695

セグメント利益 1,389,001 281,982 1,670,984 △432,443 1,238,540

(注) １．セグメント利益の調整額△432,443千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり
ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で
あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「卸売業部門」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなっている事業
用資産ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上して
おります。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては54,274千円でありま
す。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

卸売業部門 小売業部門

売上高

外部顧客への売上高 33,675,476 4,602,081 38,277,557 ― 38,277,557

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 33,675,476 4,602,081 38,277,557 ― 38,277,557

セグメント利益 1,388,496 302,181 1,690,677 △441,947 1,248,730

(注) １．セグメント利益の調整額△441,947千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり
ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で
あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「小売業部門」セグメントにおいて、除却を予定している事業用資産について、帳簿価額を回収可能
価額まで減額し、当該減少額18,950千円を減損損失として特別損失に計上しております。
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